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フラッグシップ輸出産地の概要

• 山形県は寒暖差が大きいことから果実は糖度が高く、高品
質産地として全国で高く評価されている。安定品質、安定
出荷を強みに、海外ニーズに応えるべくＪＡグループ一体
となった輸出産地づくりを進めている。

• 台湾向けとして選果こん包作業および検品の徹底、残留農薬
基準に対応した栽培指導、輸出専用の出荷資材の作成等をは
かっている。

• 需要に応じて「スマートフレッシュ」活用による鮮度保持を
はかっている。

• 2004年頃より県内輸出事業の先駆けとして台湾向けりんご
の輸出を本格開始。需要の多い台湾向けを中心に県内２Ｊ
Ａ（ＪＡさがえ西村山、ＪＡさくらんぼひがしね）と連携
して輸出を実施。

山形県寒河江市・西村山郡大江町・朝⽇町・西川町・河北町・東根市

125百万円（2024年）台湾、香港等(2023年)

青果物
（りんご）全国農業協同組合連合会山形県本部

お問合せ先（TEL）023-634-8130 営農企画部 山形ブランド推進課
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